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税 務 課 

 

議案第４４号 

港区特別区税条例等の一部を改正する条例について 

 

 

 地方税法等の一部を改正する法律（令和４年法律第１号）等の施行に伴い、港区特

別区税条例（昭和３９年港区条例第５５号）及び港区特別区税条例の一部を改正する

条例（令和３年港区条例第１７号）を改正します。 

 

 

１ 改正内容 

（１）区民税に係る上場株式等の配当所得等における課税方式の統一（第１条関係） 

区民税に係る上場株式等の配当所得等の課税方式について、公平性の観点から

所得税法で定める所得税の課税方式に合わせます。 

 

（２）給与所得者の扶養親族申告書の規定の整備（第１条関係） 

ア 給与所得者の扶養親族申告書に記載する事項として、退職手当等を有する一

定の配偶者の氏名を追加します。 

イ 扶養親族申告書の名称を扶養親族等申告書に変更します。 

 

（３）公的年金等受給者の扶養親族申告書の規定の整備（第１条関係） 

ア 一定の配偶者及び１６歳超の扶養親族（退職手当等を有する者に限る）がい

る者について、公的年金等受給者の扶養親族申告書の提出義務を追加します。 

イ 公的年金等受給者の扶養親族申告書に記載する事項として、退職手当等を有

する一定の配偶者の氏名を追加します。 

ウ 扶養親族申告書の名称を扶養親族等申告書に変更します。  
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（４）住民税の住宅借入金等特別税額控除の特例措置の延長（第１条関係） 

所得税の住宅ローン控除の適用期間が令和７年１２月３１日まで４年間延長

されたことに伴い、当該措置を適用した際に、所得税額から控除しきれなかった

額を住民税額から控除する期間についても延長します。 

 

 

※所得税で控除しきれなかった場合は、上図の矢印で示された年度分の住民税から控

除されます。なお、所得税は入居年の税額から控除が始まります。 

 

（５）その他規定の整備（第１条及び第２条関係） 

公的年金等受給者の区民税申告義務に係る規定、その他の規定を整備します。 

 

２ 施行期日 

（１） １（１）  令和６年１月１日 

（２） １（２）～（４）  令和５年１月１日 

（３） １（５）  公布の日、令和５年１月１日及び令和６年１月１日 

R元
（2019）

R２
（2020）

R３
（2021）

R４
（2022）

R５
（2023）

R６
（2024）

R７
（2025）

R８
（2026）

R９
（2027）

R10
（2028）

R11
（2029）

R12
（2030）

R13
（2031）

R14
（2032）

R15
（2033）

R16
（2034）

R17
（2035）

R18
（2036）

R19
（2037）

R20
（2038）

改正案

経済対策として
特例措置の期間
を延長

コロナの影響に
より令和２年中
に入居ができな
かった人に対す
る適用の弾力化
(コロナ特例)

消費税率の10％
への引き上げ時
に、景気の落ち
込み対策として
上乗せした措置

消費税率の8％へ
の引き上げ時
に、景気の落ち
込み対策として
拡充した措置

控除期間 １０年間

控除期間 １３年間（延長した３年間で消費税増税分を控除）

控除期間 １３年間（延長した３年間で消費税増税分を控除）

（令和２年９月末までに契約し、令和２年中に入居ができなかった場合、令和３年末までの入居が条件）

（令和２年末までの入居が条件）

控除期間 １３年間（延長した３年間で消費税増税分を控除）

控除期間 １３年間

（令和３年９月末までに契約し、令和４年末までの入居が条件）

（令和７年末までの入居が条件）



税　務　課

改　正　内　容 改正条項 施行期日

1 所得割の課税標準
総合課税又は分離課税を、確定申告書の記
載によってのみ適用

第１６条 令和6年1月1日

2
配当割額又は株式等譲
渡所得割額の控除

総合課税又は分離課税がある場合の特別徴
収税額の税額控除を、確定申告書の記載に
よって行う

第２１条の２ 令和6年1月1日

3 区民税の申告
公的年金等受給者の区民税申告義務に係る
規定の整備

第２２条 令和6年1月1日

4
区民税に係る給与所得
者の扶養親族申告書

給与所得者の扶養親族申告書について、
・記載事項に一定の配偶者の氏名を追加
・扶養親族申告書の名称変更

第２３条の２ 令和5年1月1日

5
区民税に係る公的年金
等受給者の扶養親族申
告書

公的年金等受給者の扶養親族申告書につい
て
・一定の配偶者及び１６歳超の扶養親族
（退職手当等を有する者に限る。）を有す
る者について、提出義務を追加
・記載事項に一定の配偶者の氏名を追加
・扶養親族申告書の名称変更

第２３条の３ 令和5年1月1日

6
特別微収税額の納入の
義務

引用している「地方税法施行規則」の項番
号の変更

第３５条の７ 令和6年1月1日

7
住宅借入金等特別税額
控除

適用期間の４年延長
令和３年１２月３１日まで　→　令和７年
１２月３１日まで

付則第３条の
５の２

令和5年1月1日

8
上場株式等に係る配当
所得等に係る区民税の
課税の特例

申告分離課税を、所得税での適用がある場
合に限り適用

付則第７条 令和6年1月1日

9

優良住宅地の造成等の
ために土地等を譲渡し
た場合の長期譲渡所得
に係る区民税の課税の
特例

引用している「租税特別措置法」の条番号
の削除

付則第１１条 令和5年1月1日

10
特例適用利子等及び特
例適用配当等に係る区
民税の課税の特例

申告方式の選択に係る規定の整備
付則第１４条
の２

令和6年1月1日

11
条約適用利子等及び条
約適用配当等に係る区
民税の課税の特例

申告方式の選択に係る規定の整備
付則第１４条
の３

令和6年1月1日

12
新型コロナウイルス感
染症等に係る寄附金税
額控除の特例

引用している「新型コロナウイルス感染症
等の影響に対応するための国税関係法律の
臨時特例に関する法律」の略称規定の削除

付則第１７条 令和5年1月1日

13

新型コロナウイルス感
染症等に係る住宅借入
金等特別税額控除の特
例

住宅借入金等特別税額控除の延長に伴う規
定の削除

付則第１８条 令和5年1月1日

港区特別区税条例等の一部を改正する条例の概要

改　正　項　目

第1条関係（港区特別区税条例の一部改正）
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改　正　内　容 改正条項 施行期日

1
区民税に係る公的年金
等受給者の扶養親族申
告書

扶養親族申告書の改正に伴う規定の整備 第２３条の３ 公布の日

2
区民税に関する経過措
置

所要の規定の整備
付則第２条第
３項

公布の日

第2条関係（港区特別区税条例の一部を改正する条例の一部改正）

改　正　項　目
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港
区
特
別
区
税
条
例
新
旧
対
照
表
（
第
一
条
関
係
） 

改 
 

正 
 

案 

現 
 

 
 

 

行 

 
 

（
前
略
） 

（
前
略
） 

 
 

（
所
得
割
の
課
税
標
準
） 

（
所
得
割
の
課
税
標
準
） 

第
十
六
条 

所
得
割
の
課
税
標
準
は
、
前
年
の
所
得
に
つ
い
て
算
定
し
た
総
所
得

金
額
、
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
と
す
る
。 

第
十
六
条 

所
得
割
の
課
税
標
準
は
、
前
年
の
所
得
に
つ
い
て
算
定
し
た
総
所
得

金
額
、
退
職
所
得
金
額
お
よ
び
山
林
所
得
金
額
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
は
、
法
又
は
こ

れ
に
基
づ
く
政
令
で
特
別
の
定
め
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得

税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
そ
の
他
の
所
得
税
に
関
す
る
法
令
の

規
定
に
よ
る
同
法
第
二
十
二
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所

得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
の
計
算
の
例
に
よ
つ
て
算
定
す
る
。
た
だ
し
、
同

法
第
六
十
条
の
二
か
ら
第
六
十
条
の
四
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
い
も
の
と

す
る
。 

２ 

前
項
の
総
所
得
金
額
、
退
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
は
、
法
又
は
こ

れ
に
基
づ
く
政
令
で
特
別
の
定
め
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得

税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
そ
の
他
の
所
得
税
に
関
す
る
法
令
の

規
定
に
よ
る
所
得
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
総
所
得
金
額
、
退

職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
の
計
算
の
例
に
よ
つ
て
算
定
す
る
。
た
だ
し
、

同
法
第
六
十
条
の
二
か
ら
第
六
十
条
の
四
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
ら
な
い
も
の

と
す
る
。 

３ 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
五
号
に
規
定
す
る
特
定
配
当
等
（
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
二
に
お
い
て
「
特
定
配
当
等
」
と
い
う
。
）

に
係
る
所
得
を
有
す
る
者
に
係
る
総
所
得
金
額
は
、
当
該
特
定
配
当
等
に
係
る

所
得
の
金
額
を
除
外
し
て
算
定
す
る
。 

３ 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
五
号
に
規
定
す
る
特
定
配
当
等
（
以
下
本
項
及

び
次
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
二
に
お
い
て
「
特
定
配
当
等
」
と
い
う
。
）
に

係
る
所
得
を
有
す
る
者
に
係
る
総
所
得
金
額
は
、
当
該
特
定
配
当
等
に
係
る
所

得
の
金
額
を
除
外
し
て
算
定
す
る
。 

４ 

前
項
の
規
定
は
、
前
年
分
の
所
得
税
に
係
る
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
確
定
申
告
書
に
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
地

４ 

前
項
の
規
定
は
、
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年
の
四
月
一

日
の
属
す
る
年
度
分
の
特
定
配
当
等
申
告
書
（
区
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
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方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三
号
。
以
下
「
施
行
規

則
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
配
当
等

に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
申
告
書
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ
の
他

規
則
で
定
め
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
（
特
定
配
当
等
申
告
書
に
そ
の
記
載

が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
区
長
が
認
め
る
と
き
を

含
む
。
）
は
、
当
該
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
適
用
し

な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
申
告
書
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
申
告
書
が

い
ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項

そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
こ
の
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
区
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

一 

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書 

 

二 

第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
前

号
に
掲
げ
る
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当

該
確
定
申
告
書
に
限
る
。
） 

５ 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額

（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
二
に
お
い
て
「
特
定
株
式
等

譲
渡
所
得
金
額
」
と
い
う
。
）
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者
に
係
る
総
所
得
金
額

は
、
当
該
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
を
除
外
し
て
算
定

す
る
。 

５ 

法
第
二
十
三
条
第
一
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額

（
以
下
本
項
及
び
次
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
二
に
お
い
て
「
特
定
株
式
等
譲

渡
所
得
金
額
」
と
い
う
。
）
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者
に
係
る
総
所
得
金
額
は
、

当
該
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
を
除
外
し
て
算
定
す
る
。 

６ 

前
項
の
規
定
は
、
前
年
分
の
所
得
税
に
係
る
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
確
定
申
告
書
に
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る

事
項
そ
の
他
施
行
規
則
に
定
め
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
特
定
株

式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

６ 

前
項
の
規
定
は
、
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の

翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
申
告
書
（
区

民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
申
告

書
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
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に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項
の
記
載
が
あ

る
と
き
（
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ

い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
区
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。
）
は
、
当

該
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
申
告
書
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
申
告
書
が
い

ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
そ

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
こ
の
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
区
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

一 

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書 

 

二 

第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
前

号
に
掲
げ
る
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当

該
確
定
申
告
書
に
限
る
。
） 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（
配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
） 

（
配
当
割
額
又
は
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
の
控
除
） 

第
二
十
一
条
の
二 

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
第
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る

確
定
申
告
書
に
記
載
し
た
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と

な
つ
た
特
定
配
当
等
の
額
に
つ
い
て
法
第
二
章
第
一
節
第
五
款
の
規
定
に
よ
り

配
当
割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
に
記

載
し
た
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な

つ
た
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
つ
い
て
同
節
第
六
款
の
規
定
に
よ
り
株
式

第
二
十
一
条
の
二 

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
第
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る

特
定
配
当
等
申
告
書
に
記
載
し
た
特
定
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の

基
礎
と
な
つ
た
特
定
配
当
等
の
額
に
つ
い
て
法
第
二
章
第
一
節
第
五
款
の
規
定

に
よ
り
配
当
割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
定
株
式

等
譲
渡
所
得
金
額
申
告
書
に
記
載
し
た
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
所

得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
つ
い
て
同
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等
譲
渡
所
得
割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当
該
配
当
割
額
又
は
当
該
株
式
等

譲
渡
所
得
割
額
に
五
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
、
第
十
九
条
か
ら
前
条
ま

で
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。 

節
第
六
款
の
規
定
に
よ
り
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
を
課
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当

該
配
当
割
額
又
は
当
該
株
式
等
譲
渡
所
得
割
額
に
五
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
金

額
を
、
第
十
九
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か

ら
控
除
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
べ
き
額
で
同
項
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
つ
た
金
額
は
、
令
第
四
十
八
条
の
九
の
三
か
ら
第
四
十
八
条
の
九
の
六

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
納
税
義
務
者
に
対
し
そ
の
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
を
還
付
し
、
又
は
当
該
納
税
義
務
者
の
同
項
の
確

定
申
告
書
に
係
る
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
分
の
都
民
税
若
し
く
は

区
民
税
に
充
当
し
、
若
し
く
は
当
該
納
税
義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
に
充

当
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
べ
き
額
で
同
項
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
控
除
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
つ
た
金
額
は
、
令
第
四
十
八
条
の
九
の
三
か
ら
第
四
十
八
条
の
九
の
六

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
納
税
義
務
者
に
対
し
そ
の
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
金
額
を
還
付
し
、
又
は
当
該
納
税
義
務
者
の
同
項
の
申

告
書
に
係
る
年
度
分
の
都
民
税
若
し
く
は
区
民
税
に
充
当
し
、
若
し
く
は
当
該

納
税
義
務
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る
。 

３ 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（
区
民
税
の
申
告
） 

（
区
民
税
の
申
告
） 

第
二
十
二
条 

第
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
、
規
則
で

定
め
る
申
告
書
を
区
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
三
百

十
七
条
の
六
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
支
払
報
告
書
又
は
公
的

年
金
等
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
者
か
ら
一
月
一
日
現
在
に
お
い

て
給
与
又
は
公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
で
前
年
中
に
お
い
て
給
与

第
二
十
二
条 

第
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
、
規
則
で

定
め
る
申
告
書
を
区
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
法
第
三
百

十
七
条
の
六
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
支
払
報
告
書
又
は
公
的

年
金
等
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
者
か
ら
一
月
一
日
現
在
に
お
い

て
給
与
又
は
公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
で
前
年
中
に
お
い
て
給
与
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所
得
以
外
の
所
得
又
は
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
つ

た
も
の
（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
つ
た
者
で
社
会

保
険
料
控
除
額
（
令
第
四
十
八
条
の
九
の
七
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、

小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
額
、
生
命
保
険
料
控
除
額
、
地
震
保
険
料
控
除

額
、
勤
労
学
生
控
除
額
、
配
偶
者
特
別
控
除
額
（
所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
九
百
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
法
第
三
百

十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
号
の
二
に
規
定
す
る
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
九
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で

控
除
対
象
配
偶
者
に
該
当
し
な
い
も
の
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
若
し
く
は
法

第
三
百
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
扶
養
控
除
額
の
控
除
又
は
こ
れ
ら
と

併
せ
て
雑
損
控
除
額
若
し
く
は
医
療
費
控
除
額
の
控
除
、
法
第
三
百
十
三
条
第

八
項
に
規
定
す
る
純
損
失
の
金
額
の
控
除
、
同
条
第
九
項
に
規
定
す
る
純
損
失

若
し
く
は
雑
損
失
の
金
額
の
控
除
若
し
く
は
第
二
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
控

除
す
べ
き
金
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
寄
附
金
税
額
控
除
額
」
と
い
う
。
）

の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
所

得
等
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
つ
た
者
」
と
い
う
。
）
並
び
に
第
十
一
条
第
二

項
に
規
定
す
る
者
（
施
行
規
則
第
二
条
の
二
第
一
項
の
表
の
上
欄
の
二
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

所
得
以
外
の
所
得
又
は
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
つ

た
も
の
（
公
的
年
金
等
に
係
る
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
つ
た
者
で
社
会

保
険
料
控
除
額
（
令
第
四
十
八
条
の
九
の
七
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、

小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
額
、
生
命
保
険
料
控
除
額
、
地
震
保
険
料
控
除

額
、
勤
労
学
生
控
除
額
、
配
偶
者
特
別
控
除
額
（
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第

三
十
三
号
の
四
に
規
定
す
る
源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）

若
し
く
は
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
扶
養
控
除
額
の
控
除
又

は
こ
れ
ら
と
併
せ
て
雑
損
控
除
額
若
し
く
は
医
療
費
控
除
額
の
控
除
、
法
第
三

百
十
三
条
第
八
項
に
規
定
す
る
純
損
失
の
金
額
の
控
除
、
同
条
第
九
項
に
規
定

す
る
純
損
失
若
し
く
は
雑
損
失
の
金
額
の
控
除
若
し
く
は
第
二
十
条
の
二
の
規

定
に
よ
り
控
除
す
べ
き
金
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
寄
附
金
税
額
控
除
額
」

と
い
う
。
）
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
給
与
所
得
等
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
つ
た
者
」
と
い
う
。
）
並
び
に
第

十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
（
地
方
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理

府
令
第
二
十
三
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
二
第
一
項
の

表
の
上
欄
の
二
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２
～
９ 

（
略
） 
２
～
９ 

（
略
） 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（

  

）

 

 

（

  

）
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（
区
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
） 

（
区
民
税
に
係
る
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
） 

第
二
十
三
条
の
二 

所
得
税
法
第
百
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規

定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給

与
所
得
者
」
と
い
う
。
）
で
区
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
当
該
申
告
書
の

提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
同
項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
支
払
者
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
給
与
支
払
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
毎
年
最
初
に
給
与
の
支
払
を
受

け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
、
区
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
十
三
条
の
二 

所
得
税
法
第
百
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規

定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給

与
所
得
者
」
と
い
う
。
）
で
区
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
当
該
申
告
書
の

提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
同
項
に
規
定
す
る
給
与
等
の
支
払
者
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
給
与
支
払
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
毎
年
最
初
に
給
与
の
支
払
を
受

け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
給
与
支
払
者
を
経
由
し
て
、
区
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

（
略
） 

一 

（
略
） 

二 

所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
合
計
所
得
金
額
が
千
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に

限
る
。
）
の
自
己
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
（
法
第
三
百
十
三
条
第
三
項

に
規
定
す
る
青
色
事
業
専
従
者
に
該
当
す
る
も
の
で
同
項
に
規
定
す
る
給
与

の
支
払
を
受
け
る
も
の
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
業
専
従
者
に
該
当

す
る
も
の
を
除
き
、
合
計
所
得
金
額
が
百
三
十
三
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に

限
る
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
氏
名 

 

三 

（
略
） 

二 

（
略
） 

四 

（
略
） 

三 

（
略
） 

２
～
５ 

（
略
） 
２
～
５ 

（
略
） 

（
区
民
税
に
係
る
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
） 

（
区
民
税
に
係
る
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
申
告
書
） 

第
二
十
三
条
の
三 

所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に

規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
又
は
法
の
施
行
地
に
お
い

第
二
十
三
条
の
三 

所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に

規
定
す
る
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
又
は
法
の
施
行
地
に
お
い

6



て
同
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
（
所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
七
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
」
と
い
う
。
）

の
支
払
を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
、
特
定
配
偶
者
（
所
得
割
の
納
税
義
務
者
（
合

計
所
得
金
額
が
九
百
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
自
己
と
生
計
を
一

に
す
る
配
偶
者
（
退
職
手
当
等
（
第
三
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
退
職
手
当
等

に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
所
得
を
有
す
る
者
で
あ
つ

て
、
合
計
所
得
金
額
が
九
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
い
う
。

第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
扶
養
親
族
（
控
除
対
象
扶
養
親
族
で
あ
つ
て
、

退
職
手
当
等
に
係
る
所
得
を
有
し
な
い
者
を
除
く
。
）
を
有
す
る
も
の
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
受
給
者
」
と
い
う
。
）
で
区
内
に
住
所
を
有

す
る
も
の
は
、
当
該
申
告
書
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き
所
得
税
法
第
二
百
三

条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
公
的
年
金
等
支
払
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
毎
年
最
初
に
公
的
年
金
等
の
支
払

を
受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
公
的
年
金
等
支
払
者
を
経
由
し
て
、

区
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

て
同
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
（
所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
七
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
」
と
い
う
。
）

の
支
払
を
受
け
る
者
で
あ
つ
て
、
扶
養
親
族
（
控
除
対
象
扶
養
親
族
を
除
く
。
）

を
有
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
受
給
者
」
と
い
う
。
）

で
区
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
は
、
当
該
申
告
書
の
提
出
の
際
に
経
由
す
べ
き

所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
的
年
金
等
支
払
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
毎
年
最
初
に

公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
る
日
の
前
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
、
当
該
公
的
年
金
等
支

払
者
を
経
由
し
て
、
区
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

（
略
） 

一 

（
略
） 

二 

特
定
配
偶
者
の
氏
名 

 

三 

（
略
） 

二 

（
略
） 

四 

（
略
） 
三 

（
略
） 

２
～
５ 

（
略
） 

２
～
５ 
（
略
） 
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（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（
特
別
徴
収
税
額
の
納
入
の
義
務
） 

（
特
別
徴
収
税
額
の
納
入
の
義
務
） 

第
三
十
五
条
の
七 

前
条
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す
る

際
、
そ
の
退
職
手
当
等
に
つ
い
て
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
を
徴
収
し
、
そ
の

徴
収
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
十
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
第
五
号
の
八
様
式

又
は
施
行
規
則
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
た

様
式
に
よ
る
納
入
申
告
書
を
区
長
に
提
出
し
、
及
び
そ
の
納
入
金
を
納
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
三
十
五
条
の
七 

前
条
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
、
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す
る

際
、
そ
の
退
職
手
当
等
に
つ
い
て
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
を
徴
収
し
、
そ
の

徴
収
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
十
日
ま
で
に
、
施
行
規
則
第
五
号
の
八
様
式

又
は
施
行
規
則
第
二
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
が
定
め
た

様
式
に
よ
る
納
入
申
告
書
を
区
長
に
提
出
し
、
及
び
そ
の
納
入
金
を
納
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

付 

則 

付 

則 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

第
三
条
の
五
の
二 

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
令
和
二
十
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

区
民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
租
税
特

別
措
置
法
第
四
十
一
条
又
は
第
四
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た

場
合
（
居
住
年
が
平
成
十
一
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
又
は
平
成
二
十
一
年
か

ら
令
和
七
年
ま
で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項

第
三
条
の
五
の
二 

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
令
和
十
五
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
の

区
民
税
に
限
り
、
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
租
税
特

別
措
置
法
第
四
十
一
条
又
は
第
四
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た

場
合
（
居
住
年
が
平
成
十
一
年
か
ら
平
成
十
八
年
ま
で
又
は
平
成
二
十
一
年
か

ら
令
和
三
年
ま
で
の
各
年
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項

8



の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
法
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
（
同

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定

す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
を
、
当
該
納
税
義
務
者
の
第
十
九
条
及
び

第
二
十
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。 

の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
と
き
は
、
法
附
則
第
五
条
の
四
の
二
第
五
項
（
同

条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定

す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
額
を
、
当
該
納
税
義
務
者
の
第
十
九
条
及
び

第
二
十
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
の
額
か
ら
控
除
す
る
。 

２ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
区
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

（
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
係
る
区
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
七
条 

（
略
） 

第
七
条 

（
略
） 

２ 

前
項
の
規
定
の
う
ち
、
租
税
特
別
措
置
法
第
八
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る

特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
上
場
株
式
等
の

配
当
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
配
当
所
得
に
係
る
部
分
は
、
区
民
税
の
所
得
割

の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に

係
る
配
当
所
得
に
つ
き
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
限
り
、

適
用
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
の
う
ち
、
租
税
特
別
措
置
法
第
八
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る

特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
上
場
株
式
等
の

配
当
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
配
当
所
得
に
係
る
部
分
は
、
区
民
税
の
所
得
割

の
納
税
義
務
者
が
当
該
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
の
支
払
を
受
け
る
べ
き
年

の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
区
民
税
に
つ
い
て
特
定
上
場
株
式
等

の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
き
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

旨
の
記
載
の
あ
る
第
十
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
定
配
当
等
申
告
書
を
提
出

し
た
場
合
（
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
り
適
用
す
る
も
の
と
し
、
区

民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
中
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
特
定
上
場
株

式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に

第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
前
年
中

に
支
払
を
受
け
る
べ
き
他
の
特
定
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
に
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つ
い
て
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

一 

第
十
六
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合 

 

二 

第
十
六
条
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
申
告
書
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る

申
告
書
が
い
ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
記
載

さ
れ
た
事
項
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
前
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
区
長
が
認
め
る
と
き
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

（
略
） 

一 

（
略
） 

二 

第
二
十
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
並
び
に
付

則
第
三
条
の
三
第
一
項
、
第
三
条
の
五
第
一
項
及
び
第
三
条
の
五
の
二
第
一

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
条
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の

は
「
所
得
割
の
額
及
び
付
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
民
税
の
所
得
割

の
額
」
と
、
第
二
十
条
の
二
第
一
項
前
段
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
一
条
の

二
第
一
項
並
び
に
付
則
第
三
条
の
三
第
一
項
、
第
三
条
の
五
第
一
項
及
び
第

三
条
の
五
の
二
第
一
項
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額
並

び
に
付
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
民
税
の
所
得
割
の
額
」
と
、
第

二
十
条
の
二
第
一
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所
得
割
の
額

及
び
付
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
民
税
の
所
得
割
の
額
の
合
計

額
」
と
す
る
。 

二 

第
二
十
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
、
付
則
第

三
条
の
三
第
一
項
、
付
則
第
三
条
の
五
第
一
項
及
び
付
則
第
三
条
の
五
の
二

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
条
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ

る
の
は
「
所
得
割
の
額
及
び
付
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
民
税
の

所
得
割
の
額
」
と
、
第
二
十
条
の
二
第
一
項
前
段
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十

一
条
の
二
第
一
項
、
付
則
第
三
条
の
三
第
一
項
、
付
則
第
三
条
の
五
第
一
項

及
び
付
則
第
三
条
の
五
の
二
第
一
項
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所

得
割
の
額
並
び
に
付
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
民
税
の
所
得
割
の

額
」
と
、
第
二
十
条
の
二
第
一
項
後
段
中
「
所
得
割
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
所

得
割
の
額
及
び
付
則
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
民
税
の
所
得
割
の
額

の
合
計
額
」
と
す
る
。 

三
・
四 

（
略
） 
三
・
四 

（
略
） 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 
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（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得

に
係
る
区
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

（
優
良
住
宅
地
の
造
成
等
の
た
め
に
土
地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得

に
係
る
区
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
一
条 
（
略
） 

第
十
一
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

第
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
場
合
に
お
い
て
、

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
そ
の
有
す
る
土
地
等
に
つ
き
、
租
税
特
別
措
置
法

第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
五
条
の

三
ま
で
、
第
三
十
六
条
の
二
、
第
三
十
六
条
の
五
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
七

条
の
四
か
ら
第
三
十
七
条
の
六
ま
で
又
は
第
三
十
七
条
の
八
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
と
き
は
、
当
該
土
地
等
の
譲
渡
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
優
良
住
宅
地

等
の
た
め
の
譲
渡
又
は
前
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅
地
等
予
定
地
の
た
め

の
譲
渡
に
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

第
一
項
（
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
場
合
に
お
い
て
、

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
そ
の
有
す
る
土
地
等
に
つ
き
、
租
税
特
別
措
置
法

第
三
十
三
条
か
ら
第
三
十
三
条
の
四
ま
で
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
五
条
の

三
ま
で
、
第
三
十
六
条
の
二
、
第
三
十
六
条
の
五
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
七

条
の
四
か
ら
第
三
十
七
条
の
六
ま
で
、
第
三
十
七
条
の
八
又
は
第
三
十
七
条
の

九
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
と
き
は
、
当
該
土
地
等
の
譲
渡
は
、
第
一
項
に
規

定
す
る
優
良
住
宅
地
等
の
た
め
の
譲
渡
又
は
前
項
に
規
定
す
る
確
定
優
良
住
宅

地
等
予
定
地
の
た
め
の
譲
渡
に
該
当
し
な
い
も
の
と
み
な
す
。 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
区
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

（
特
例
適
用
利
子
等
及
び
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
区
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
四
条
の
二 

（
略
） 
第
十
四
条
の
二 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 
２
・
３ 

（
略
） 

４ 

前
項
後
段
の
規
定
は
、
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
分
の
所

得
税
に
係
る
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
に
前
項
後
段
の
規

４ 
前
項
後
段
の
規
定
は
、
特
例
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年

の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
特
例
適
用
配
当
等
申
告
書
（
区
民
税
の
納
税
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定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
適
用
す
る
。 

通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
申
告
書
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
前
項
後
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
（
特
例
適
用
配
当
等
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
区
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。
）

に
限
り
、
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
申
告
書
及
び
第
二
号
に
掲

げ
る
申
告
書
が
い
ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
記

載
さ
れ
た
事
項
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
同
項
後
段
の
規
定
を
適
用
し
な

い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
区
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

一 

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書 

 

二 

第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
前

号
に
掲
げ
る
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当

該
確
定
申
告
書
に
限
る
。
） 

５ 

（
略
） 

５ 

（
略
） 

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
区
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

（
条
約
適
用
利
子
等
及
び
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
区
民
税
の
課
税
の
特
例
） 

第
十
四
条
の
三 

（
略
） 

第
十
四
条
の
三 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

２
・
３ 

（
略
） 

４ 

前
項
後
段
の
規
定
は
、
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
分
の
所

得
税
に
係
る
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
に
前
項
後
段
の
規

定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
適
用
す
る
。 

４ 

前
項
後
段
の
規
定
は
、
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
が
生
じ
た
年
の
翌
年

の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
条
約
適
用
配
当
等
申
告
書
（
区
民
税
の
納
税

通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
次
に
掲
げ
る
申
告
書
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
前
項
後
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
（
条
約
適
用
配
当
等
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い

こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
区
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。
）
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に
限
り
、
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
申
告
書
及
び
第
二
号
に
掲

げ
る
申
告
書
が
い
ず
れ
も
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
記

載
さ
れ
た
事
項
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
同
項
後
段
の
規
定
を
適
用
し
な

い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
区
長
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

一 

第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書 

 

二 

第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
前

号
に
掲
げ
る
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当

該
確
定
申
告
書
に
限
る
。
） 

５ 

（
略
） 

５ 

（
略
） 

６ 

租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
三
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
（
第
三
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
第
二

十
一
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
同
条
第
六

項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
付
則
第
十
四
条
の
三
第
三
項
前
段
に
規
定
す
る

条
約
適
用
配
当
等
（
以
下
「
条
約
適
用
配
当
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
所
得
が

生
じ
た
年
分
の
所
得
税
に
係
る
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
確
定
申
告
書
に
こ
の

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
及
び
当
該
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る

所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
条
約
適
用

配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
条
約
適
用
配
当
等
の
額

に
つ
い
て
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法

の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
。
以
下
「
租
税

条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
及
び
法

第
二
章
第
一
節
第
五
款
の
規
定
に
よ
り
配
当
割
額
を
課
さ
れ
た
と
き
、
又
は
第

６ 

租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
三
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る

場
合
（
第
三
項
後
段
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
け
る
第
二

十
一
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
同
条
第
六

項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
付
則
第
十
四
条
の
三
第
三
項
前
段
に
規
定
す
る

条
約
適
用
配
当
等
（
以
下
「
条
約
適
用
配
当
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
所
得
が

生
じ
た
年
の
翌
年
の
四
月
一
日
の
属
す
る
年
度
分
の
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る

条
約
適
用
配
当
等
申
告
書
に
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
及

び
当
該
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
の
明
細
に
関
す
る
事
項
の
記
載
が
あ
る

場
合
（
条
約
適
用
配
当
等
申
告
書
に
こ
れ
ら
の
記
載
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
や

む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
区
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
当

該
条
約
適
用
配
当
等
に
係
る
所
得
の
金
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
つ
た
条
約
適
用

配
当
等
の
額
に
つ
い
て
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及

び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
。
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十
六
条
第
六
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
法
第
三
十
七
条
の
四
」
と
あ
る
の
は

「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
三
条
の
二
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
十
七
条
の
四
」
と
す
る
。 

以
下
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
の
二
第
一
項
の

規
定
及
び
法
第
二
章
第
一
節
第
五
款
の
規
定
に
よ
り
配
当
割
額
を
課
さ
れ
た
と

き
、
又
は
第
十
六
条
第
六
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
法
第
三
十
七
条
の
四
」

と
あ
る
の
は
「
租
税
条
約
等
実
施
特
例
法
第
三
条
の
二
の
二
第
九
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
十
七
条
の
四
」
と
す
る
。 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
） 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
寄
附
金
税
額
控
除
の
特
例
） 

第
十
七
条 

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影

響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二

年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指
定
行
事
の
う
ち
、
区
長

が
指
定
す
る
も
の
の
中
止
若
し
く
は
延
期
又
は
そ
の
規
模
の
縮
小
に
よ
り
生
じ

た
当
該
指
定
行
事
の
入
場
料
金
、
参
加
料
金
そ
の
他
の
対
価
の
払
戻
し
を
請
求

す
る
権
利
の
全
部
又
は
一
部
の
放
棄
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
期
間
内

に
し
た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
そ
の
放
棄
を
し
た
日
の
属
す
る
年
中

に
法
附
則
第
六
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
市
町
村
放
棄
払
戻
請
求
権
相
当
額
の

法
第
三
百
十
四
条
の
七
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し
た
も
の
と

み
な
し
て
、
第
二
十
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

第
十
七
条 

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影

響
に
対
応
す
る
た
め
の
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二

年
法
律
第
二
十
五
号
。
次
条
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
例

法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指
定
行
事
の
う
ち
、
区
長
が
指

定
す
る
も
の
の
中
止
若
し
く
は
延
期
又
は
そ
の
規
模
の
縮
小
に
よ
り
生
じ
た
当

該
指
定
行
事
の
入
場
料
金
、
参
加
料
金
そ
の
他
の
対
価
の
払
戻
し
を
請
求
す
る

権
利
の
全
部
又
は
一
部
の
放
棄
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
期
間
内
に
し

た
場
合
に
は
、
当
該
納
税
義
務
者
が
そ
の
放
棄
を
し
た
日
の
属
す
る
年
中
に
法

附
則
第
六
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
市
町
村
放
棄
払
戻
請
求
権
相
当
額
の
法
第

三
百
十
四
条
の
七
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
寄
附
金
を
支
出
し
た
も
の
と
み
な

し
て
、
第
二
十
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係
る
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
特

例
） 
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第
十
八
条 

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
特
例
法
第
六
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
け

る
付
則
第
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令

和
十
五
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
十
六
年
度
」
と
す
る
。 

 

２ 

所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に
つ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
特
例
法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る

付
則
第
三
条
の
五
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
令
和

十
五
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
十
七
年
度
」
と
、
「
令
和
三
年
」
と
あ
る
の

は
「
令
和
四
年
」
と
す
る
。 

 
 

付 

則 
 

（
施
行
期
日
） 

 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 

一 

第
一
条
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第
二

条
の
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
一
条
中
港
区
特
別
区
税
条
例
第
二
十
三
条
の
二
の
見
出
し
の
改
正
規
定
、

同
条
第
一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号

の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
条
例
第
二
十
三
条
の
三
の
見
出
し
の

改
正
規
定
、
同
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、

第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に

同
条
例
付
則
第
三
条
の
五
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
七
条
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の
改
正
規
定
並
び
に
同
条
例
付
則
第
十
八
条
を
削
る
改
正
規
定
並
び
に
次
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定 

令
和
五
年
一
月
一
日 

三 
第
一
条
中
港
区
特
別
区
税
条
例
第
十
六
条
第
四
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十

一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
並
び
に
第

三
十
五
条
の
七
の
改
正
規
定
並
び
に
同
条
例
付
則
第
七
条
第
二
項
、
第
十
四

条
の
二
第
四
項
並
び
に
第
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
六
項
の
改
正
規
定
並

び
に
次
条
第
三
項
の
規
定 

令
和
六
年
一
月
一
日 

 

（
区
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

 

第
二
条 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
港
区
特
別
区
税
条
例
（
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規

定
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き

新
条
例
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
に
つ
い
て
提
出
す
る
同
項

及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
を

受
け
る
べ
き
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
港
区
特
別
区
税
条
例
（
次
項
に

お
い
て
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与

に
つ
い
て
提
出
し
た
同
項
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
告
書
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

２ 

新
条
例
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
の
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三

十
三
号
）
第
二
百
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
（
同
法
第
二
百

三
条
の
七
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
公

的
年
金
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
提
出
す
る
新
条
例
第
二
十
三
条
の
三
第
一
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項
に
規
定
す
る
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
公

的
年
金
等
に
つ
い
て
提
出
し
た
旧
条
例
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
港
区
特
別
区
税
条
例
の
規
定

中
区
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
区
民
税
に
つ
い

て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
区
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。 

 

 
 

 

17



港
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
三
年
港
区
条
例
第
十
七
号
）
新
旧
対
照
表
（
第
二
条
関
係
） 

改 
 

正 
 

案 

現 
 

 
 

 

行 

 
 

（
前
略
） 

（
前
略
） 

 
 

第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
中
「
扶
養
親
族
（
」
の
下
に
「
年
齢
十
六
歳
未
満
の

者
又
は
」
を
加
え
、
「
有
し
な
い
者
を
除
く
」
を
「
有
す
る
者
に
限
る
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
六
第
六
項
に
規
定
す
る
納
税
地
の
所

轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
て
い
る
」
を
「
令
第
四
十
八
条
の
九
の
七
の
三
に
お

い
て
準
用
す
る
令
第
八
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
中
「
控
除
対
象
扶
養
親
族
を
除
く
」
を
「
年
齢
十
六

歳
未
満
の
者
に
限
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
所
得
税
法
第
二
百
三
条
の
六

第
六
項
に
規
定
す
る
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
て
い
る
」
を
「
令

第
四
十
八
条
の
九
の
七
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
八
条
の
二
の
二
に
規
定
す

る
要
件
を
満
た
す
」
に
改
め
る
。 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

付 

則 

付 

則 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（
区
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

（
区
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
二
条 

（
略
） 

第
二
条 
（
略
） 

２ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 
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３ 

新
条
例
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
十
三
条
の
三
第
一

項
並
び
に
付
則
第
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分

の
区
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
区
民
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

新
条
例
の
規
定
中
区
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分

の
区
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
区
民
税
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 
 

（
後
略
） 

（
後
略
） 

 
 

 
 

 

付 

則 
 

（
施
行
期
日
） 

 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 

一 

第
一
条
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
及
び
第
二

条
の
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
一
条
中
港
区
特
別
区
税
条
例
第
二
十
三
条
の
二
の
見
出
し
の
改
正
規
定
、

同
条
第
一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号

の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
条
例
第
二
十
三
条
の
三
の
見
出
し
の

改
正
規
定
、
同
条
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、

第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に

同
条
例
付
則
第
三
条
の
五
の
二
第
一
項
、
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
七
条

の
改
正
規
定
並
び
に
同
条
例
付
則
第
十
八
条
を
削
る
改
正
規
定
並
び
に
次
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定 

令
和
五
年
一
月
一
日 

 

三 

第
一
条
中
港
区
特
別
区
税
条
例
第
十
六
条
第
四
項
及
び
第
六
項
、
第
二
十
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一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
並
び
に
第

三
十
五
条
の
七
の
改
正
規
定
並
び
に
同
条
例
付
則
第
七
条
第
二
項
、
第
十
四

条
の
二
第
四
項
並
び
に
第
十
四
条
の
三
第
四
項
及
び
第
六
項
の
改
正
規
定
並

び
に
次
条
第
三
項
の
規
定 

令
和
六
年
一
月
一
日 

（
区
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

 

第
二
条 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
港
区
特
別
区
税
条
例
（
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規

定
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き

新
条
例
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与
に
つ
い
て
提
出
す
る
同
項

及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
を

受
け
る
べ
き
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
港
区
特
別
区
税
条
例
（
次
項
に

お
い
て
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
与

に
つ
い
て
提
出
し
た
同
項
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
告
書
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

２ 

新
条
例
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定

の
施
行
の
日
以
後
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三

十
三
号
）
第
二
百
三
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
公
的
年
金
等
（
同
法
第
二
百

三
条
の
七
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
公

的
年
金
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
提
出
す
る
新
条
例
第
二
十
三
条
の
三
第
一

項
に
規
定
す
る
申
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
支
払
を
受
け
る
べ
き
公

的
年
金
等
に
つ
い
て
提
出
し
た
旧
条
例
第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

申
告
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 
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３ 

前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
港
区
特
別
区
税
条
例
の
規
定

中
区
民
税
に
関
す
る
部
分
は
、
令
和
六
年
度
以
後
の
年
度
分
の
区
民
税
に
つ
い

て
適
用
し
、
令
和
五
年
度
分
ま
で
の
区
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。 
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